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新規事業の実践課題

「儲かるビジネスモデル研究会」

趣意書
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株式会社リーディング・イノベーション
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研究会の目的
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世の中には、どのようなビジネスモデルがあるのでしょうか。また、ユニークなビジネスモデルとは、どのようなも
のなのでしょうか。意外に、深くは追求されていないと思われます。

ビジネスモデルという言葉は、20年以上もの間使われてきていますが、改めて儲かるビジネスモデルについて
研究しようとするのが本研究会の目的です。ビジネスモデルの分類体系づくりを目指すものではなく、より本質の
理解を深めることを目指します。

ビジネスモデルという言葉は、ネットを活用したビジネスが次々と誕生した1990年代頃に生まれ、主に、ネット系
ビジネスの事業形態を示す用語でした。その後、ネットビジネスに限らず、ほとんどの業界にて広く使われるよう
になりましたが、その背景には、単純なモノ売りでは価値の差別化が難しくなり、ITやサービス等を組み合わせた
事業形態を考える必要性が高まったことがある思われます。

現在はSNSやサブスク、生成AI等の新たな仕組みや技術、またSDGs等考慮すべき価値の項目が増えるなど、
構想立案すべきビジネスモデルはさらに複雑化してきていることを感じます。

事例研究など、ビジネスモデルの研究は個人や社内でも可能ではありますが、やはり様々なレイヤーや業種の
方々が揃った中での情報交換やディスカションを行う方が、間違いなく有益な研究ができます。

なお、本研究会は、弊社にて検討の準備を行い（たたき台を作り）、そのたたき台を基に参加者どうしがディスカッ
ションするという進め方により、ビジネスモデルの事例研究と体系化を行っていきます。

弊社では、ビジネスモデルの構想立案とは、モデルを構成する要素の組み合わせであると考えており、要素の洗
い出しと組み合わせ方の体系を構造化していくことで、ビジネスモデルの本質の理解につながっていくものと思っ
ています。参加企業の儲かるビジネスモデル開発に対する新たな気づきとヒントを提供できるものと考えます。

様々な業種やビジネスレイヤーの企業のご参加をお待ちします。

よろしく、ご参加のほどお願い致します。
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検討のイメージ

本研究会は、ビジネスモデルの分類体系づくりを目指すものではなく、より本質の理解を深めることを目指しま
す。この目的に沿い、ビジネスモデルを構成する要素項目を分類し、収集した事例について、各要素項目にどの
ような内容が入るかの当てはめ作業を行います（ビジネスモデルの要素分解）。これを、ひとつめのアウトプット
目標とします（下図参照）。次に、ユニークなビジネスモデル事例と一般的なビジネスモデル事例について、各要
素項目の内容を記載し、それらがどのような組み合わせとなっているか、組み合わせの観点から考察していきま
す（組み合わせの体系化）。

そして、事業の特性分類（材料、部品、最終製品、サービス、目的型事業、機能型事業などの分類）と体系化し
た組み合わせとの関係を考察することで、ビジネスモデルの体系を構造的に整理していくことを想定しています。

なお、最終日は、事業のタネを基にビジネスモデルの構想立案を行い、ビジネスモデル体系化の効果を検証す
ることを想定しています。
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研究会の進め方

◆ビジネスモデの要素分解
・ビジネスモデルを構成する要素項目の整理
・ビジネスモデル事例の要素分解

１日目
（8月2日）

●本プロジェクトの進め方 ● 開催要領

◆開催日程

1日目：2023年 8月 2日（木) 13:00～16:30
2日目：2023年 8月23日（木） 13:00～16:30 
3日目：2023年 9月13日（木） 13:00～16:30
4日目：2023年10月11日（木） 13:00～16:30 

◆開催方法

会場での開催（東京）

◆定員 10社程度

● 参加費
１名様あたり 150,000円／4日間（消費税別）

1）1社2名様の場合は200,000円/2名（消費税別）。
2）代理参加も可。
3）お申し込み後に御請求書を送付しますので、指定の
口座へお振り込みいただきます。

● お申し込み方法
下記メールアドレスに、必要事項（会社名、住所、部署名、
役職、氏名、TEL、メールアドレス）を添えてお申し込みくだ
さい。

株式会社リーディング・イノベーション
東京都千代田区丸の内2－2－1 岸本ビルディング6階

高橋 takahashi@lead-in.com

【お問い合わせ先】

芦澤：ashizawa@lead-in.com

TEL 03-5953-8950 FAX 03-5953-8862

ビジネスモデルの要素分解

儲かるビジネスモデルについての特徴の考察

３日目

（9月13日）

・事業特性とビジネスモデルとの関係

２日目

（8月23日）

アウトプット

アウトプット

アウトプット

研究会報告書

◆組み合わせの体系化
・要素項目に記載された内容の組み合わせの考察
・儲かるビジネスモデルについて、要素の組み合わせからの考察

◆ビジネスモデルの構造的整理
・事業の特性分類
・事業の特性と相性のいいビジネスモデルの考察
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ビジネスモデルの事例抽出

４日目

（9月13日）

◆ビジネスモデル体系化の効果検証
・事業のタネを基にしたビジネスモデルの構想立案
・儲かるビジネスモデルの作り方のコツ
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参考（これまでの研究会での主な参加企業：順不同）

日立製作所、ブラザー工業、NEC、富士ゼロックス、大和ハウス、日本たばこ、石川播磨重工業、トピー工業、
神戸製鋼所、リクルート、コクヨ、ナブテスコ、アステラス製薬、日立化成、リコー、パナソニック、ソニー、

東京ガス、古河電工、三井不動産、松和印刷、理想科学工業、インタースペース、コニカ・ミノルタ、

ヤンマー、アルプス電気、セガ、太平洋セメント、日本信号、竹中工務店、ＧＡＣ、インクス、

ダイセル化学工業、村田機械、トプコン、日立ソリューションズ、ブラザーエンタープライズ、三菱化学、

ＮＴＴｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ、日東電工、日本信号、セイコーエプソン、日本曹達、東京プリント、セコム医療システム、

ラムセル、味の素、住友化学、カルピス工業、リンテック、旭化成ケミカルズ、旭化成、横河ブリッジ、

NECソリューション・イノベーターズ、佐藤工業、京王電鉄、デンソー、ニックス、都築電気、フジクラ、
三菱化工機、スカパーJSAT、巴商会、OMデジタルソリューションズ、積水インテグレーテッドリサーチ、
トッパン・フォームズ、FCNT、全日空商事、小泉産業、両備システムズ、東京計器、ヒューマックス、
クレハ、日本特殊陶業、東海理化、パナソニック インダストリー 等
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